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🅰英会話講師を招いて開催されたクリスマスイ

ベント　🅱「お茶っこサロン」（湯沢北中学校）　

🅲リーダーの後藤さんは各種講演会や研修会に
おいて講師を務めている

　
「
子
育
て
中
の
ご
家
庭
を
応
援
し
た
い
」「
子

育
て
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
」
と
い
う
思
い

を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
和
輪
人
。
子
育

て
経
験
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
元
教
員
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
な
ど
、

メ
ン
バ
ー
の
経
歴
は
さ
ま
ざ
ま
。
親
子
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
、
親
子
の
学
び
や

気
付
き
、
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
子
育
て
相
談
や
保
護
者
同
士
の

交
流
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報
提
供
の
場
と

し
て
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
の
が
「
お
茶
っ

こ
サ
ロ
ン
」。
和
輪
人
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る

後ご

藤と
う

孝こ
う

さ
ん
は
「
誰
か
と
話
を
し
て
、
共
感
し

て
も
ら
え
た
り
、
別
の
見
方
を
し
て
も
ら
え
る

こ
と
で
、
気
持
ち
が
晴
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
で
支
え
、
子
育
て
家
庭
を
笑
顔
に

あおぞらこども園
らいおん組

かがやけ !

あおぞらこども園
らいおん組

　
昭
和
29
年
、
雄
勝
町
消
防
団
に
入
団
。
昭
和
59
年
に
班

長
へ
昇
格
。
昭
和
62
年
か
ら
退
団
さ
れ
る
平
成
元
年
ま
で

副
分
団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
消
防
人
と
し
て
消
防
団

の
訓
練
や
火
災
現
場
に
お
い
て
、
優
れ
た
指
揮
能
力
で
団

員
の
指
揮
統
率
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
と

災
害
防
止
に
専
心
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲
　
瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

菅
すが

  良
よし

男
お

 氏（88）

「大変立派な章をいただき、あ
りがとうございます。これもひ
とえに地域の皆さまのおかげと、
深く感謝いたします」

　
平
成
29
年
度
に
チ
ー
ム
結
成
。
子
育
て
家
庭
へ
の
学
び

や
交
流
の
場
の
提
供
、
相
談
対
応
、
情
報
提
供
な
ど
を
通

し
て
、
家
庭
教
育
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、「
人

づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
に
も
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」
の
活
動
の
推
進
に
係
る

文
部
科
学
大
臣
表
彰

湯沢市家庭教育支援チーム

和
わ

輪
わっ

人
と

「これからもチームで協力して、
子どもや子育て家庭に寄り添う活
動を続けていきたいと思います」

（写真はリーダーの後
ご

藤
とう

 孝
こう

さん）

　
現
湯
沢
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議
議
長
、
秋
田
県
社
会

教
育
委
員
連
絡
協
議
会
理
事
。
平
成
12
年
に
旧
湯
沢
市
社

会
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
、
市
町
村
合
併
後
は
同
副
議
長
、

議
長
を
歴
任
し
て
市
社
会
教
育
中
期
計
画
の
策
定
に
尽
力
。

長
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
政
策
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
【
社
会
教
育
功
労
】

宮
みやはら

原  保
やす

夫
お

 氏（76）

「多くの市民の皆さまに生涯学習
活動に参加いただき、人生を豊
かに過ごせるように、今後もお
手伝いができればと思います」

功労・功績をたたえて

　
平
成
11
年
４
月
か
ら
平
成
17
年
10

月
ま
で
と
、
平
成
21
年
11
月
か
ら
平

成
29
年
10
月
に
至
る
ま
で
湯
沢
市
議

会
議
員
と
し
て
、
14
年
６
カ
月
の
長

き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
に
よ
り
、
地
方

自
治
の
進
展
と
地
域
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

故 

齋さ
い
と
う藤 

孝た
か

史し 

氏
（
享
年
80
）

「
思
い
が
け
ず
大
変
名
誉
な
章
を
い
た

だ
き
、
本
人
も
大
変
喜
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
」

ご家族から

▲加賀谷雄勝地域振興局長から齋藤和
かず

子
こ

さん（写真右）
に勲記が伝達されました。

死
亡
者
叙
勲
　
旭
日
単
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

忙
し
い
保
護
者
の
か
た
が
た
に
、
ゆ
っ
く
り
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
し
て
ほ
し
い
。

相
談
で
な
く
て
も
、
メ
ン
バ
ー
に
気
軽
に
声
を

か
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

新
し
い
依
頼
も
増
え
、
活
動
の
場
を
広
げ
る

和
輪
人
。
後
藤
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
、
子
ど
も

と
保
護
者
が
笑
顔
に
な
れ
る
場
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
家
庭

の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
支
え
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
や
専
門
機
関
と
の
橋
渡
し
の
お
手
伝
い
を

し
て
、
保
護
者
だ
け
が
頑
張
り
す
ぎ
る
子
育
て

で
な
く
、
か
つ
て
自
分
の
子
ど
も
が
地
域
の
人

に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
地
域
の
み
ん
な
で

子
ど
も
を
育
て
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　湯沢市家庭教育支援チーム「和輪人」が、
文部科学大臣表彰を受賞しました。
　「家庭教育支援チーム」とは、子どもたちの
健やかな育ちを支え、保護者が安心して家庭
教育を行うことができるよう、主体的に家庭
教育支援に取り組む団体として文部科学省に
登録された団体で、「和輪人」は、現在13人の
メンバーで活動しています。

湯沢市家庭教育支援チーム 和
わ

輪
わっ

人
と

ゆざわのまち・ひと・しごと

🅰

🅱

🅲

かがやけ !
あおぞらこども園

らいおん組


